
６
月
２
日
、
横
田
基
地
配
備

の
オ
ス
プ
レ
イ
３
機
が
横
浜
ノ
ー

ス
ド
ッ
ク
に
着
陸
。
翼
を
た
た

ん
で
、
米
国
船
籍
・
貨
物
船

「
Ｓ
Ｌ
Ｎ
Ｃ

Ｙ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
」
に

積
み
込
ま
れ
、
那
覇
軍
港
へ
向

か
い
、
さ
ら
に
Ｍ
Ｖ-

22
オ
ス

プ
レ
イ
３
機
を
積
み
込
ん
で
、

米
本
土
に
向
け
出
港
し
ま
し
た
。

大
規
模
整
備
の
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

積
み
込
ま
れ
た
機
体
は
、

「13-0067

、0069

、14-0074

」

の
３
機
で
、
入
替
で
配
備
さ
れ

た
機
体
は
、
「0

8
-
0
0
5
1

・1
2
-

0066

」
で
、0051

は
イ
ギ
リ
ス
・

ミ
ル
デ
ン
ホ
ー
ル
基
地
か
ら
、

0066

は
フ
ロ
リ
ダ
州
ハ
ー
ル
バ
ー

ト
・
フ
ィ
ー
ル
ド
基
地
か
ら
横

田
基
地
の
部
隊
に
配
備
さ
れ
ま

し
た
。

２
機
は
６
月
９
日
に
横
浜
ノ
ー

ス
ド
ッ
ク
を
飛

び
立
ち
、
11
：

40
、
12
：
17
に

横
田
基
地
に
飛

来
し
て
い
ま
す
。

Ｃ
Ｖ-

22
は

53
機
が
製
造
さ

れ
、
３
機
程
度

が
事
故
で
失
わ

れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
Ｃ
Ｖ

-

22
を
運
用
す

る
横
田
基
地
第

21
特
殊
作
戦
飛

行
隊
を
含
め
、

イ
ギ
リ
ス
に
１

個
、
米
本
土
に

３
個
の
計
５
個

飛
行
隊
で
、
そ

れ
ぞ
れ
10
機
編

成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
回
の
オ
ス

プ
レ
イ
も
オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
や

近
代
改
修
を
含
め
た
整
備
を
し

た
う
え
で
、
他
の
飛
行
隊
に
交

代
機
と
し
て
配
備
さ
れ
る
可
能

性
が
高
い
よ
う
で
す
。
２
０
２

４
年
ま
で
の
横
田
基
地
へ
の
10

機
体
制
に
向
け
て
は
、
今
回
本

土
へ
運
ん
だ
機
体
の
整
備
が
終

わ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
横
田
基
地

に
戻
っ
て
く
る
可
能
性
も
あ
り
、

10
機
編
成
化
を
急
ぐ
場
合
は
、

整
備
を
終
え
た
他
の
飛
行
隊
で

使
用
し
て
い
た
機
体
を
横
田
へ

配
備
す
る
可
能
性
も
出
て
き
て

い
ま
す
。

現
在
、0

0
9
-
0
0
4
6

、1
3
-
0
0
7

1

、1
4
-
0
0
7
5

が
確
認
さ
れ
て
、

今
回
と
合
わ
せ
機
体
数
は
５
機

と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
し
く
配

備
さ
れ
た
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ

イ
に
は
、
機
体
後
方
上
部
に
HF

ア
ン
テ
ナ
（
線
が
は
っ
て
あ
る
）

が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

米
軍
の
契
約
情
報
に
よ
る
と
、

第
３
７
４
空
輸
航
空
団
（
３
７

４
Ａ
Ｗ
）
の
司
令
部
が
入
っ
て

い
る
建
物
に
、
同
航
空
団
の
危

機
対
応
チ
ー
ム
（c

r
i
s
i
s
a
c
t

ion
team

＝
Ｃ
Ａ
Ｔ
）
の
た
め
、

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
や
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ど
の
整
備
を
計
画
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
は
司
令
部
が
戦
時
の

作
戦
・
緊
急
事
態
・
自
然
災
害
・

演
習
そ
の
他
の
状
況
下
で
、
権

限
・
編
成
・
手
順
に
つ
い
て
、

司
令
部
の
判
断
を
常
時
ま
た
は

代
わ
っ
て
行
う
チ
ー
ム
で
す
。

横
田
基
地
が
、
米
空
軍
を
迅

速
に
前
線
投
入
す
る
「
迅
速
機

敏
戦
闘
展
開
（
Ａ
Ｃ
Ｅ
）
」
構

想
に
基
づ
い
て
、
燃
料
や
資
材
、

支
援
部
隊
を
運
ぶ
重
要
な
拠
点

と
し
て
対
応
す
べ
く
、
３
７
４

Ａ
Ｗ
の
即
応
能
力
を
強
化
す
る

一
環
で
す
。

米
空
軍
は
、
イ
ン
ド
太
平
洋

戦
略
の
も
と
で
、
横
田
基
地
を

始
め
、
嘉
手
納
基
地
、
三
沢
基

地
を
有
事
を
見
据
え
た
体
制
に

準
備
強
化
し
て
い
ま
す
。

米
環
境
保
護
局
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）

が
６
月
15
日
、
飲
料
水
中
の
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

生
涯
健
康
勧
告
値
を
大
幅
に
引

き
下
げ
た
こ
と
が
、
マ
ス
コ
ミ

報
道
で
わ
か
り
ま
し
た
。

い
ま
ま
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
一

種
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の

合
計
値
で
１
㍑
当
た
り
70
ナ
ノ

グ
ラ
ム
で
し
た
が
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

は0
.
0
0
4

ナ
ノ
グ
ラ
ム
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
は

0
.
0
2

ナ
ノ
グ
ラ
ム
と

な
り
、
合
算
で
約
３
０
０
０
倍

の
厳
し
さ
と
な
り
ま
す
。

日
本
は
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
従
来
の
勧

告
値
を
参
考
に
暫
定
指
針
値
・

目
標
値
（
50
ナ
ノ
グ
ラ
ム
）
を

定
め
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
で
は
、
米
軍
基
地
か

ら
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
を
含
む
泡
消
火

剤
の
漏
出
事
故
が
立
て
続
け
に

発
生
し
、
従
来
の
水
質
汚
染
は

新
し
い
勧
告
値
を
大
幅
に
上
回
っ

て
い
ま
す
。

東
京
で
も
、
横
田
基
地
周
辺

の
多
摩
地
域
で
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
汚
染
さ

れ
た
水
道
水
・
井
戸
水
が
東
京

都
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。
東
京
都
は
２
０
２
０
年

２
月
～
３
月
に
、
国
の
暫
定
目

標
値
を
超
え
た
浄
水
所
は
、
井

戸
水
源
の
一
部
又
は
全
部
を
停

止
し
た
の
で
現
在
は
下
回
っ
て

い
る
と
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
米
国
の
新
勧
告
基

準
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
沖

縄
同
様
に
基
準
値
を
大
幅
に
上

回
っ
て
い
ま
す
。

高
濃
度
に
汚
染
さ
れ
た
水
道

水
を
長
年
飲
ん
で
き
た
横
田
基
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横
田
基
地
Ｃ
Ｖ-

22
オ
ス
プ
レ
イ
２
機
が
入
替
え

横
田
基
地
に

危
機
対
応
チ
ー
ム
を
整
備

米
国
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
基
準
を
厳
格
化

東
京
都
は
血
中
濃
度
検
査
を



地
周
辺
多
摩
地
域
住
民
の
健
康

は
大
丈
夫
な
の
で
し
ょ
う
か
？

住
民
の
健
康
状
態
を
知
る
う

え
で
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
血
中
濃
度
調

査
が
必
要
で
す
。

多
摩
地
域
の
数
多
く
の
自
治

体
の
住
民
の
方
々
に
参
加
し
て

い
た
だ
き
、
自
主
的
な
血
液
検

査
で
汚
染
の
実
態
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
多

摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
汚
染
を
明
ら
か

に
す
る
会
（
準
備
会
）
」
の
立

ち
上
げ
が
準
備
さ
れ
、
賛
同
者

を
募
っ
て
い
ま
す
。

◇
氏
名
・
住
所
・
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
「
準
備
会
」
に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

◇
送
信
先
：y

-
n
e
g
i
y
a
m
a
@
n
i
f

ty
.
c
o
m

◇
「
多
摩
地
域
の
有
機
フ
ッ
素

化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
汚
染
を

明
ら
か
に
す
る
会
」
発
足
の
つ

ど
い

＊
日
時
：
８
月
７
日
（
日
）
午

後
２
時
～
４
時

＊
会
場
：
国
分
寺
労
政
会
館

第
５
会
議
室

＊
資
料
代

５
０
０
円

＊
オ
ン
ラ
イ
ン
記
念
講
演
「
有

機
フ
ッ
素
化
合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）

汚
染
と
血
液
検
査
」

講
師
：
原
田
浩
二
さ
ん
（
京
都

大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
准
教

授
）

過
去
３
度
繰
り
返
さ
れ
た
横

田
基
地
公
害
訴
訟
で
は
、
75
Ｗ

Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｎ
Ｌ
（
Ｗ
値
：
う
る
さ

さ
指
数
）
以
上
の
地
域
の
損
害

賠
償
は
認
め
ら
れ
ま
し
た
が
、

夜
間
～
早
朝
の
飛
行
差
し
止
め

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

横
田
基
地
周
辺
は
依
然
と
し
て

騒
音
被
害
の
解
消
に
至
っ
て
い

ま
せ
ん
。
こ
の
間
に
新
た
に
配

備
さ
れ
た
オ
ス
プ
レ
イ
の
轟
音

は
、
被
害
を
一
層
深
刻
化
し
て

い
ま
す
。

家
族
団
ら
ん
時
間
か
ら
深
夜

早
朝
ま
で
の
飛
行
差
し
止
め
と

と
も
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行

制
限
、
将
来
に
わ
た
る
損
害
賠

償
を
中
心
課
題
と
し
、
横
田
基

地
周
辺
を
静
か
で
安
全
な
生
活

環
境
に
す
る
た
め
、
基
地
周
辺

の
住
民
が
第
３
次
新
横
田
基
地

公
害
訴
訟
に
立
ち
上
が
り
ま
し

た
。第

３
次
新
横
田
基
地
公
害
訴

訟
原
告
１
２
８
２
名
は
、
６
月

20
日
に
東
京
地
方
裁
判
所
立
川

支
部
に
提
訴
し
ま
し
た
。
原
告

は
「
昭
島
４
１
５
名
、
八
王
子

５
４
２
名
、
福
生
１
２
８
名
、

瑞
穂
１
２
５
名
、
日
野
５
６
名
、

立
川
９
名
、
入
間
６
名
、
羽
村

１
名
」
で
組
織
さ
れ
、
⑴
Ｃ
Ｖ

-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
差
し

止
め
（
昼
間
・
夜
間
）
。
⑵
午

後
７7

時
か
ら
翌
日
午
前
７
時

ま
で
の
間
の
米
軍
機
・
自
衛
隊

機
の
飛
行
差
し
止
め
。
⑶
月
額

２
万
２
０
０
０
円
の
損
害
賠
償
・

過
去
分
（
提
訴
３
年
前
か
ら
提

訴
ま
で
）
・
将
来
分
（
提
訴
翌

日
か
ら
騒
音
が
無
く
な
る
ま
で

の
間
）
を
請
求
し
て
い
ま
す
。

第
２
陣
以
降
の
提
訴
も
予
定

し
、
原
告
募
集
も
継
続
し
て
い

ま
す
。

訴
訟
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p
s
:

/
/
3
r
d
.
y
o
k
o
ta
-k
o
u
g
a
i
.
c
o
m
/

文
京
平
和
委
員
会
が
文
京
区
議

会
に
提
出
し
た
「
日
米
地
位
協

定
改
定
の
改
定
を
求
め
る
請
願
」

不
採
択
に

区
議
会
総
務
委
員
会
で
６
月

17
日
に
審
議
、
不
採
択
に
。

総
務
委
員
会
：
９
名
で
構
成

（
委
員
長
：
自
民
）

◇
賛
成
：
共
産
１
、
市
民
の
広

場
１
、
創
１
、
（
＊
立
憲
１
）

◇
反
対
：
自
民
２
、
公
明
２

＊
立
憲
は
欠
席
し
た
が
賛
成
１

は
確
実
。

賛
否
同
数
と
な
る
が
、
委
員
長

採
決
で
不
採
択
に
。

◇
賛
成
理
由
：
沖
縄
が
焦
点
と

な
る
も
、
東
京
で
も
他
所
事
で

な
い
（
共
産
）
。
コ
ロ
ナ
禍
の

因
果
関
係
が
在
日
米
軍
に
あ
る

こ
と
は
問
題
（
市
民
の
広
場
）
。

他
国
で
は
協
定
見
直
し
が
進
む

も
、
日
本
は
遅
れ
て
い
る
（
創
）

◇
反
対
理
由
：
請
願
の
趣
旨
は

理
想
的
だ
が
、
見
直
し
は
容
易

で
な
い
（
自
民
）
。
沖
縄
の
被

害
は
認
め
る
が
、
政
府
も
努
力

し
て
き
て
い
る
（
公
明
）
。

不
採
択
側
は
協
定
の
問
題
点

は
否
定
で
き
ず
、
政
権
に
忖
度

し
た
物
言
い
で
あ
る
こ
と
が
印

象
的
で
す
。

報
告
：
川
田
正
美

女
性
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議

定
書
批
准
を
求
め
る
意
見
書
を

目
黒
区
議
会
で
採
択

６
月
30
日
の
目
黒
区
議
会
本

会
議
で
意
見
書
が
採
択
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
を
見
守
っ
た
「
め

ぐ
ろ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
会
」

共
同
代
表
の
中
島
み
ち
子
さ
ん

（
平
和
新
聞
読
者
）
に
聞
き
ま

し
た
。

こ
の
条
約
が
国
連
で
採
択
さ

れ
た
１
９
７
９
年
に
、
目
黒
女

性
団
体
連
絡
会
が
発
足
し
、
中

島
さ
ん
は
長
く
こ
の
会
で
活
動

し
、
「
め
ぐ
ろ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
の
会
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

選
択
議
定
書
の
批
准
が
進
ま

な
い
状
況
に
、
学
習
会
は
も
と

よ
り
、
こ
の
採
択
に
向
け
た
思

い
を
メ
ン
バ
ー
皆
で
文
章
化
す

る
な
ど
、
自
分
事
化
（
私
の
物

語
）
の
取
り
組
み
を
し
、
議
員

さ
ん
と
の
懇
談
の
機
会
に
備
え

る
な
ど
、
互
い
の
立
ち
位
置
を

共
有
し
合
い
な
が
ら
、
課
題
を

深
め
合
い
、
関
係
性
を
大
切
に

し
、
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

５
月
に
開
催
し
た
キ
ッ
ク
オ

フ
集
会
「O

P
A
C
T
I
O
N

東
京
」
を

き
っ
か
け
に
、
今
回
の
採
択
に

結
び
付
け
ま
し
た
。

意
見
書
の
採
択
は
全
国
で
は

１
５
８
番
目
、
23
区
で
は
５
番

目
の
採
択
で
す
。

「
め
ぐ
ろ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
会
」
は
、
大
き
な
成
果
に
今

後
の
活
動
の
更
な
る
活
力
に
な

る
と
喜
ぶ
合
う
と
と
も
に
、
人

権
を
謳
う
憲
法
を
も
っ
と
活
か

し
て
、
国
際
基
準
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
を
訴
え
て
い
ま
す
。

平和新聞 東京版 第118号 2022年7月15日

2

第
３
次
新
横
田
基
地
公
害
訴
訟

１
２
８
２
名
が
提
訴

文
京
平
和
委
員
会

目
黒
平
和
委
員
会

都
内
各
地
で
開
か
れ
る
平
和
展
・

戦
争
展
の
あ
ら
ま
し
紹
介
で
す

◇
８
月
１
日(

月)

10
時
～
４
日

(

木)

15
時

江
東
平
和
の
た
め

の
戦
争
展
・
会
場
：
江
東
区
文

化
セ
ン
タ
ー
２
階
ロ
ビ
ー

◇
８
月
７
日(

日)

～
９
日(

火)

文
京
平
和
た
め
の
戦
争
展
・
会

場
：
文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

１
階
展
示
室

◇
８
月
12
日(

金)

10
時
～
14
日

(

日)

品
川
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
・
会
場
：
品
川
区
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー

◇
８
月
13
日(

土)

～
15
日(

月)

平
和
の
た
め
の
荒
川
戦
争
展
・

会
場
：
町
屋
文
化
セ
ン
タ
ー

◇
８
月
13
日(

土)

12
時
～
14

(

日)

16
時

平
和
を
願
う
中
央

区
民
の
戦
争
展
・
会
場
：
中
央

区
月
島
会
館

◇
８
月
20
日(

土)

12
時
～
21
日

(

日)

16
時

第
27
回
平
和
の
た

め
の
北
区
の
戦
争
展
・
会
場
：

北
と
ぴ
あ
地
下
展
示
ホ
ー
ル

◇
８
月
26
日(

金)

18
時

新
宿

平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・
会
場
：

区
立
牛
込
箪
笥
区
民
ホ
ー
ル

◇
９
月
17
日(

土)

～
19(

月)

練
馬
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
・

会
場
：
コ
コ
ネ
リ
・
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル

◇
10
月
１
日(

土)

～
２
日(

日)

第
22
回
戦
争
展
㏌
江
戸
川
・
会

場
：
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル
船
堀

２
０
２
２
年

平
和
展
・
戦
争
展


